
 

 

公益社団法人 日本地震工学会 事務処理規程 

 

                         2014年 3月 13日制定 

                         2017年 8月 8日改定 

                         2024年 12月 16日改定 

 

第１章 総 則 

（目 的） 

第 １ 条 この規程は、公益社団法人日本地震工学会（以下「本会」という。）定款第４９条

の規程に基づき、本会の事務処理の基準を定め、適正な事務処理の実施を図るこ

とを目的とする。 

第２章 組 織 

（事務局組織） 

第 ２ 条 事務局に担当部を置くことができ、各部の分掌事務については、所属職員数及び

事務量等を勘案して別に定める。 

（職 制） 

第 ３ 条 事務局に事務局長の他、事務補助員を置く。 

（職務権限） 

第 ４ 条 事務局長は、事務局の事務を統括する。 

２ 事務補助員は、事務局長の命を受けて、それぞれの事務に従事する。 

第３章 公 印 

（公印種類） 

第 ５ 条 公印の種類は、次のとおりとする。 

（１）実  印：法人名（印名称：公益社団法人日本地震工学会理事印） 

（２）銀行印：会長名（印名称：日本地震工学会会長印） 

（３）文書印：法人名、会長名、委員長名（印名称：日本地震工学会委員長印） 

（４）会  印：学会名（印名称：日本地震工学会印） 

（公印管理） 

第 ６ 条 実印は専務理事または事務局長を管理責任者として金庫に保管する。銀行印、文

書印（法人印は除く）、会印は専務理事または事務局長を管理責任者として施錠

付書庫に保管する。公印管理規程は別途に定める。 

（押 捺） 

第 ７ 条 実印及び銀行印、文書印の押捺は管理責任者が行い、会印については管理責任者

の承認を得て担当者が行うことができる。 



第４章 事 務 処 理 

（文書処理） 

第 ８ 条 事務処理は、電子メール等の電磁的記録または文書によって行う。 

ただし、＜別表 1＞に掲げる「決裁事項」それぞれ項目に応じて会長、副会長及

び総務担当理事、専務理事の承認および決裁を、＜別表２＞に掲げる「決裁事項」

は決裁権者の決裁を受けなければならない。 

（決 裁） 

第 ９ 条 決裁手続きは、次により行うものとする。 

（１） 担当者は、所定の書式＜別添＞に必要事項を記載して起案し、事務局長の確認を

経た上で決裁権者に上申する。 

ただし、理事会承認事項の決済手続きは不要とする。 

（２） 決裁権者は、決裁依頼の電子メール等の電磁的記録または文書を明示し、速やか

に担当者に返付する。 

（３）担当者は、決定内容を遅滞なく実施するとともに、返付された電子メール等の電

磁的記録または文書 

２ 決裁区分は、1.承認、2.条件付承認、3.否決、4.その他とし、決裁権者の決裁とする。 

（文書保存） 

第１０条 文書の保存種目及び保存期間は次による。 

（１）永久保存 

定款及び各種規程 

許認可に関する書類 

登記および契約に関する書類 

総会及び理事会に関する書類 

（２）１０年保存 

委員会及びその他重要な会議に関する書類 

（３）７年保存 

会計諸帳簿及び関係書類 

（４）５年保存 

役員及び委員に関する書類 

その他、必要と認められる書類 

第５章 会 計 処 理 

（会計処理） 

第１１条 本会の会計処理については、別に定める「財産管理運用規程」による。 

第６章 雑 則 

（改 廃） 

第１２条 この規程を改廃するときは、理事会の承認を得なければならない。 



 

附 則 

1) この規程は、2014年 3月 13日から適用する。 

2) この規程の変更は 2024年 12月 16日から施行する。 

 

 



＜別表１＞ 

決 裁 事 項（第８条関係） 

決裁事項 会長 副会長及び総務担

当理事、専務理事 

事務局長 

１．会務運営関係    

(1)重要な契約の締結・変更・解除に関する事項   〇   

(2)重要な財産管理に関する事項 〇   

(3)重大な訴訟行為に関する事項 〇   

(4)上記以外で必要と認められる事項  〇  

２．人事労務関係    

(1)役職員の昇任・異動に関する事項 〇   

(2)役職員の給与・退職金に関する事項 〇   

(3)役職員の採用に関する事項 決裁委任 決済委任 〇  

(4)役職員の国内出役職員に関する事項  〇  

(5) 役職員の休暇・欠勤・時間外勤務に関する事

項決裁委任張に関する事項  

 決済委任 〇 

３．会計処理関係    

(1)取引口座の開設・停止に関する事項   〇  

(2)重要な財産管理に関する事項  〇  

(3)予算内経費の支出に関する事項（支払伝票）  決裁委任 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜別表 2＞ 

そ の 他 の 決 裁 事 項 

決裁事項 会長 副会長及び総務担

当理事・専務理事 

事務局長 

1-1 会長名・学会名等で、

発送する文書   

重要なもの 左記以外のもの ― 

1-2 委員長名等で、発送す

る文書 

― 重要なもの 左記以外のもの 

2-1 賃貸契約・その他の契

約書 

重要なもの 左記以外のもの ― 

2-2 資産の購入または業務

委託に関する発注 

重要なもの 

1件50万円以上 

左記以外のもの 

1件50万円未満 

― 

3-1 印刷製本の発注、その

他備品の購入 

― 重要なもの 左記以外のもの(内

部資料、事務用等) 

3-2 出版物の定価 ― 重要なもの 

(定価販売を行うも

の) 

左記以外のもの 

(内部資料等の定

価) 

3-3 講習会・シンポジウム

等の会費 

― 重要出版物の 

(全国規模で開催す

るもの等) 

左記以外のもの 

(委員会内レベルも

の) 

3-4 消耗品の購入 ― 重要なもの 左記以外のもの 

1件3万円未満のも 

3-5 その他  ― 重要なもの 左記以外もの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜別紙＞ 

決裁依頼のメールの書式                  

メールタイトル： 

【日本地震工学会・決裁依頼】〇〇〇〇〇〇〇〇（審議依頼の件名） 

 

To：〇〇〇〇（決裁者の使命）〇〇（決裁者の役職） 

Cc：〇〇〇〇（閲覧者の氏名）〇〇（閲覧の役職） 

 

＜メール文面例＞ 

下記の通り発議いたします。○月○日までに決裁内容（1.承認、2.条件付き承認、3.否決、

4その他）について、御返信くださいますようよろしくお願いします。決済内容が 1.以外の

場合はその理由についてもお知らせください。 

 

記 

発議日：YYYY/MM/DD 

担当者：○○○○（メール送信者） 

決済者：〇〇〇〇（氏名）〇〇（役職） 

件名：【日本地震工学会・決裁依頼】〇〇〇〇〇〇〇〇（審議依頼の件名） 

 

審議の理由： 

決済事項：1-1～3-5について項目明記 

日時、場所、金額、会場名や文書名などを明記 

 

添付関係資料： 

例 会長名で初めて発送する文書、契約書、発注書 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 


